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　犬飼先生を講師に迎え、コロナ禍でなかなか動きの取れない子どもたちと、
どのように活動していくのか−−。講義を受けての受講生の皆さんの感想です。

令和３年 11月 28 日（日）　長野県子ども会育成連合会

指導者講習会

素晴らしい感想にある通り、本当に有意義な講習会でした。

感想

～コロナ禍における子どもの社会活動に今、必要な……～

『遊びごころふるい起こせ』
日本グループワークトレーニング協会上級アドバイザー
長野県レクリエーション協会　レコ・コーディネーター

松本大学 名誉教授　犬飼 己紀子 氏

講演

・こんなに日常を分析することはない。考え方ひとつ
でいろいろな変化が生まれるので、今後も講習会
に参加したい。

・とても具体的でわかりやすかったです。地域に戻って
活用させていただきます。

・レクリエーションの狙いのおき方がとても参考に
なりました。

・どんなことにフォーカスして、そのアイスブレーク
をするのか、そのプロセスから何を学ぶのか。子
どもと関わる者として、子どもの心を動かすため
の技術や考え方を学ばせていただきました。

・実践があり、自分の枠組みや思い込みを実感する
ことが出来ました。

・基本的な事はいかにコニュニケーションをとって、
相手の不安を取り除き、次へ繋げるか、どうやって
向き合うのかの大切さも感じました。アッという間の
２時間で、もっと実践も知りたいですし、お話も
聞きたいです。

・子どもと接する時、相手を理解する、認める、高める。
このことを指導者が理解して、子どもの高まりを
願っていく必要がある。「自分を変える」→「相
手も変われる可能性がある」

・アイスブレークやGWT等、実際の体験を通して
学ぶことが出来て、子ども達への関わり方に大い
に参考になった。「過去と他人は変えられない」
のことばを胸に自分を変えていく努力をしたいと
思いました。

・体を動かして具体的な行動・心理の説明が大変よく
理解できました。

・子どもに対する時、お互いに一人の人間同士として、
対等な目線で関わる事で、相手の考え方や人柄を
理解し、尊重することの大切さを改めて気付かされた。
自己有用感を持たせる育成方法を大切に、一つ一つ
の場面に向き合うことを進めていきたい。

・子どもたちの気持ちをもう少し受け止められるよう
にしたいと気づかされました。
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令和 3年度　長野県子ども会育成連合会

安全啓発指導者養成講習会 (初級コース ) が開催されました

最後に受講者の皆さんが会
長より修了証をいただき、
講習会が無事に終了いたし
ました。

子どもの安全教育の啓発活動を学ぶ
　本年度第１回目の講習会はコロナ感染症対策の
ために、やむなく中止になりましたが、第 2回安全
啓発指導者養成講習会（初級）が、12 月 4 日（土）
松本市大手公民館にて全子連安全啓発中級指導者の
山田賢一先生に講師をお願いして開催されました。
　講習は遊びの概念から始まり、遊びの重要性を
含めて、子ども達の安全教育に対する啓発活動に

ついて、アクティブラーニングにも触れながら、演習、
KYT の４ステップやアイスブレークを取り入れての
楽しく充実した研修となりました。特に５分間 KYT
では実施上の具体的な導き方についてもお話して
いただきました。「ケガ防止」「防災」についても触れ、
子ども達が自分で判断し行動できる力を育むことの
大切さを助言いただきました。

全子連安全啓発中級指導者
山田　賢一先生
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＜ 連 絡先 ＞〒 3 8 0 - 0 9 3 6 長 野 市 中 御所岡 田 9 8 番 1 長 野保 険 福祉 事務 所 2 F
電話番号：026-225-0126 FAX番号：026-225-0133 mail : ngnkenkodomokai@cyber.ocn.ne.jp

子ども会の皆さん

全国子ども会安全共済会に

加入しましょう！

令和４年度

子ども会活動を安心して行うために、共済に加入することも忘れずに！！
加入時費用には共済掛金の他に賠償責任保険料が含まれています。
活動中に会員本人が負ったケガや病気の他に、誤って第三者にケガを負わせてしまったり、
物を壊したりしたときも補償を受ける事ができます。
事故防止のため、定期的に、そして事業開始前から事業実施中にもKYT（危険予知トレーニング）と、
事前の会場下見による安全・安心を確保しましょう。

全国子ども会安全共済会に加入するには
・契約した市町村(地区)の子ども会連合組織に、単位子ども会ごとまとめて申し込んでください。
・単位子ども会、市町村(地区)子連、長野県子連に所属する者が次の加入時費用を納めることが必要です。

☆加入時費用1人 円 （10月1日以降加入の場合140円）

内

訳

全国子ども会安全共済掛金 50円 （10月1日以降に加入の場合40円） 70円
（10月1日以降加入の場合60円）全国子ども会連合会運営費 20円 （子ども会賠償責任保険料を含む）

長野県子ども会育成連合会
運営費

８0円
（安全教育、共済会加入・請求手続き、事前審査、名簿管理等の費用として）

全国子ども会安全共済会 共済金額

死亡共済金 600万円

後遺障害共済金 後遺障害の程度に応じて 7万円～600万円

医療共済金
健康保険等を適用した医療費総額の30％
（支払い限度額50万円）
(医療共済金の額が1,000円以下の場合は支払われません)

子ども会賠償責任保険 支払限度額・免責金額

賠
償
責
任

施設所有者賠責

対 人
1事故5億円 1名1億円
（免責なし）

対 物
1事故200万円
（免責金額1,000円）

受託者 賠責 対 物
1事故・保険期間中につき1,000万円
（免責金額3,000円）

全国子ども会安全共済とは 子ども会活動中に会員本人が負ったケガや病気に対して死亡共済金、後遺
障害共済金、医療共済金が支払われます。

賠償責任保険とは
子ども会活動中の事故により主催者以外の会員や第三者が死傷したり、第
三者の財物に損害を与えたりもしくは他人から預かった財物に損害を与え法
律上の損害賠償責任を負ったとき、保険金が支払われます。

自転車保険も取り扱っております。お申し込み、または詳細に関しまして、全国子ども会連合会のホームページを
ご確認ください。

全国子ども会連合会

INFORMATION
● 2月より、次年度の安全共済会の申し込みが始まります。子ども会活動を安心して行うために、
　忘れず安全共済会に加入しましょう。
●令和４年度事業計画については、全国大会開催のため、今後お知らせいたします。


